
　福島県内にある古墳や古墳群のうち、その

まわりにハニワを並べていたと考えられてい

るものは、３８か所で見つかっています。そ

のなかでも、本宮市天王壇古墳、泉崎村原山

1 号墳で発見されたハニワは、県の重要文化

財に、さらに、いわき市神谷作 101 号墳の

ハニワは国の重要文化財に指定されています。

　今回は、福島県から出土した代表的なハニワ

を展示するほか、ハニワ風の衣装を身にまとっ

た子どもたちによるハニワの解説会、楽器を持

つハニワにちなんだ講演会、そして太鼓の演奏

会なども実施します。

　ハニワの面白さなどを、幅広い年齢層の方々

にお楽しみいただければ幸いです。

　　　　福島県文化財センター白河館

　　　　　 館長　菊　池　徹　夫

　「ドグウ」と「ハニワ」って、なにがちがって、

なにが同
おな

じなのか、みなさんはしっています

か？　この２つは、いつごろから、なにを材
ざいりょう

料

にしてつくられているの？、なんのために使
つか

わ

れたの？とか、わからないことが、たくさんあ

りますよね。そんな、疑
ぎ も ん

問に、ほんの少
すこ

しだけ

お答
こた

えします。

　 ドグウ（土　偶） ハニワ（埴　輪）

作
つく

られた時
じ だ い

代
縄
じょうもんじだい

文時代

（約
やく

2500 ～ 13000 年
ねんまえ

前）

古
こ ふ ん じ だ い

墳時代

（約
やく

1500 ～ 1700 年
ねんまえ

前）

材
ざい

　料
りょう

粘
ね ん ど

土をつかうことが多
おお

い

かたち 人
ひと

・動
どうぶつ

物 人・動物・武
ぶ き

器・家
いえ

など

見
み

つかる場
ば し ょ

所 家
いえ

・穴
あな

など お墓
はか

（古
こ ふ ん

墳と呼
よ

ばれる）

　相
そ う ま し

馬市丸
まるづか

塚古
こ ふ ん

墳出
しゅつど

土

　ハニワ

▲　「ドグウ」 と 「ハニワ」 のちがいって なぁに？　

会　期：平成２９年９月３０日（土）～１１月２６日（日）
会　場：福島県文化財センター白河館　特別展示室

１.ドグウじゃないのよハニワは

は　じ　め　に

　三
みはるまち

春町柴
しばはら

原Ａ遺
い せ き

跡出
しゅつど

土

　ドグウ ※相馬市教育委員会提供



丸
ま る づ か こ ふ ん

塚古墳

相
そ う ま し

馬 市

●古墳のかたち：円
まる

いかたち

　（円
えんぷん

墳、直
ちょっけい

径約
やく

３６ｍ）

●いつ作
つく

られたのか：今
いま

から約
やく

１６００年
ねんまえ

前

●ハニワのしゅるい：人、ウマなど

　相馬市にある丸塚古墳は、今から５６年前ご

ろ、当
と う じ

時の相
そうまこうとうがっこう

馬高等学校の生
せ い と

徒たちが、調
ちょうさ

査

をてつだったよ。いくつかのハニワは、相
そう

馬
ましれきししりょうしゅうぞうかん

市歴史資料収蔵館にかざってあるよ。

牛
う し こ ろ ば し

転１号
ご う ふ ん

墳

いわき市

●古墳のかたち：円
まる

いかたち（円
えんぷん

墳）

●いつ作
つく

られたのか：今
いま

から約
やく

１５００年
ねんまえ

前

●ハニワのしゅるい：人、トリ、ウマなど

　牛転１号墳からみつかった男の人のハニワの

顔
かお

をよくみてみると、目
め

がタレて、なにか笑
わら

っ

ているようだね。

　おでこや、鼻
はな

からほほのまわりを、よくみて

みると、赤
あか

い色
いろ

がぬられているね。むかしのお

化
けしょう

粧かな？！頭
あたま

のてっぺんにあるコブは、おだ

んごむすびのヘアスタイル？

　あれ？！
　ぼうしや服

ふく

にも
ドット（水

みずたま

玉）がつ
いてるね。
　はやってたのか！

▲左
ひだりて

手にコップ？をもった女
おんな

の人
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　福島県では、浜
はまどお

通り、中
なかどお

通り、会
あ い づ

津の３つの

地
ち ほ う

方からそれぞれ「ハニワ」がみつかっていま

す。福島県でハニワのみつかっている古
こ ふ ん

墳（古

墳群
ぐん

）は、３８か所
しょ

あります。まだみつかって

いないハニワが、ほかにもあるかもしれません

ね。

　ここでは、今
こんかい

回展
て ん じ

示しているハニワがみつ

かった古
こ ふ ん

墳をしょうかいします。

２.ハニワもあるのよ ふくしま

※相馬市教育委員会提供

（高さ約 40cm）

（高さ約 51cm）

▲まるいぼうしをかぶった男
おとこ

の人
ひと

▲１９６１年の調査のようす ※福島県立相馬高等学校提供

▲ニコニコ顔
かお

の男の人
　※いわき市教育委員会提供

（高さ約 16cm）



神
か み や さ く

谷作 101 号
ご う ふ ん

墳

いわき市

●古墳のかたち：かぎ穴
あな

のかたち

　（前
ぜんぽうこう

方後円
えんふん

墳、大
おお

きさ約
やく

４３ｍ）

●いつ作
つく

られたのか：今
いま

から約
やく

１５００年
ねんまえ

前

●ハニワのしゅるい：人、兵
へ い し

士、ウマ、家
いえ

など

　神谷作１０１号墳は、今から６９年前（1948

年）に１度
ど

、調
ちょうさ

査しているよ。

　そのときに、みつかったハニワたちは、国
くに

の

重
じゅうようぶんかざい

要文化財に指
し て い

定されているよ。

　みつかったハニワは、いわき市
し こ う こ し り ょ う か ん

考古資料館や

福
ふくしまけんりついわきこうとうがっこう

島県立磐城高等学校で大切に保
ほ か ん

管されている

よ。

▲ 2015 年にみつかった三
さんかくけい

角形の

　 冠
かんむり

をかぶった男の人

▲円
えんとうがた

筒形のハニワのはへん

▲２０１５年の調査のようす ▲こしに鈴
すず

のついた鏡
かがみ

をつけた
　女

おんな

の人
※いわき市教育委員会提供

▲鈴
すず

つきの冠
かんむり

をかぶった男
おとこ

の人
（複製品、 高さ約８１cm）

神
か み や さ く

谷作 106 号
ご う ふ ん

墳

いわき市

●古墳のかたち：かぎ穴
あな

のかたち

　（前
ぜんぽうこう

方後円
えんふん

墳、大
おお

きさ約
やく

２４ｍ）

●いつ作
つく

られたのか：今
いま

から約
やく

１６００年
ねんまえ

前

●ハニワのしゅるい：円
まる

い筒
つつがた

形のハニワ

　※　ク　イ　ズ　※

　　まほろんにある常
じょうせつてんじしつない

設展示室内で、今から８５年前（１９３２年）に白
しら

　河
か わ し な い

市内で古
こ ふ ん

墳の調
ちょうさ

査を行
おこな

っているようすを、写
しゃしん

真でしょうかいしている

　ことをしっていますか？

　　調査された古墳は、白河市の舟
ふ な だ ち く

田地区にある下
しもうさづか

総塚古墳といいます。

　　常
じょうせつてんじしつ

設展示室のどこに写真があるか、さがしてみてください。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　（ヒント）　１９３２年は、「昭
しょうわ

和７年」になります。

▲ハニワがみつかったようす

※いわき市教育委員会提供

▲赤
あか

くぬられた円
えんとうがた

筒形のハニワ

（複製品、 高さ約９１cm）

（高さ約 77cm）



　金山古墳のハニワ

は、頂
ちょうじょう

上の平
たい

らなとこ

ろに、ならべられてい

たのかな。

　古墳のうえにあるサ

クラの花
はな

が、春
はる

になる

と、とてもきれいだよ。

●古墳のかたち：円
まる

いかたち

　（円
えんぷん

墳、直
ちょっけいやく

径約４０ｍ）

●いつ作
つく

られたのか：今
いま

から約
やく

１６００年
ねんまえ

前

●ハニワのしゅるい：家、円
まる

い筒
つつがた

形のハニワ

●古墳のかたち： かぎ穴
あな

のかたち

　（前
ぜんぽうこう

方後円
えんふん

墳、大
おお

きさ約
やく

３５ｍ）

●いつ作
つく

られたのか：

　今
いま

から約１６００年
ねんまえ

前

●ハニワのしゅるい：円
まる

い筒
つつがた

形のハニワ

庚
こ う し ん だ ん

申壇古
こ ふ ん

墳

本
も と み や し

宮 市

　なにこれ？
　「カサたて」？！

▲円
えんとうがた

筒形のハニワのはへん

▲円
えんとうがた

筒形のハニワ

谷
や じ

地１号
ご う ふ ん

墳

大
お お た ま む ら

玉 村

●古墳のかたち：円
まる

いかたち

　（円
えんぷん

墳、直
ちょっけい

径約
やく

３０ｍ）

●いつ作
つく

られたのか：今
いま

から約
やく

１６００年
ねんまえ

前

●ハニワのしゅるい：円
まる

い筒
つつがた

形のハニワ

　谷地１号墳がみつ

かったばしょは、なん

と！大玉村立大
おおやま

山小学

校の校
こうてい

庭の一
い ち ぶ

部なんだ

よ。
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（高さ約 51cm）

▲谷地１号墳の調査のようす ※大玉村教育委員会提供

▲円
えんとうがた

筒形のハニワのはへん

金
か な や ま

山 古
こ ふ ん

墳

大
お お た ま む ら

玉 村

▲金山古墳のようす ※大玉村教育委員会提供

▲大
だいがくせい

学生による調査のようす
※福島大学提供



　ウマ、トリ、イノシシ！！
　 な に か 十

じ ゅ う に し

二 支 み た い！
タツ年

どし

だと「ドラゴン」のハニ
ワもあるのかな？！

　天王壇古墳からみつかったハニワの種
しゅるい

類

は、福島県のなかで多いほうで、１０種
しゅるい

類ほ

どあるよ。ハニワは、福島県の重
じゅうようぶんかざい

要文化財に

指
し て い

定され本
もとみやしりつれきしみんぞくしりょうかん

宮市立歴史民俗資料館で展
て ん じ

示され

ているよ。

●古墳のかたち：円
まる

いかたち

　（円
えんぷん

墳、直
ちょっけい

径約
やく

３８ｍ）

●いつ作
つく

られたのか：今
いま

から約
やく

１６００年
ねんまえ

前

●ハニワのしゅるい：人、ウマ、トリ、イヌ、

　イノシシ、笠
かさ

など

▲ハニワがみつかったようす

※本宮市立歴史民俗資料館提供

　団子山古墳では、２０１６年にひきつづき、

福
ふくしまだいがく

島大学の学
がくせい

生たちによる調
ちょうさ

査が行
おこな

われている

よ。

●古墳のかたち：

　かぎ穴
あな

のかたち？

　（前
ぜんぽうこう

方後円
えんふん

墳？）

●いつ作
つく

られたのか：

　今
いま

から約
やく

１７００年
ねんまえ

前

●ハニワのしゅるい：

　円
まる

い筒
つつがた

形のハニワ
▲団子山古墳のようす ※福島大学提供

▲円
えんとうがた

筒形のハニワのはへん
※須賀川市立博物館提供

▲ウ　マ

（高さ約 57cm）▲円
えんとうがた

筒形のハニワ

▲ト　リ

天
て ん の う だ ん

王壇古
こ ふ ん

墳

本
も と み や し

宮 市

▲ラッパ形
がた

のハニワ （高さ約 92cm）

（高さ約 24cm）

（高さ約 17cm）

▲イノシシのかお

団
だ ん ご や ま

子山古
こ ふ ん

墳

須
す か が わ し

賀川市



　塚畑古墳からみつかったハニワ

は、須
す か が わ し り つ は く ぶ つ か ん

賀川市立博物館で保
ほ か ん

管・展
て ん じ

示

されているよ。

●古墳のかたち：かぎ穴
あな

のかたち

　（前
ぜんぽうこう

方後円
えんふん

墳、大
おお

きさ約
やく

４８ｍ）

●いつ作
つく

られたのか：

　今
いま

から約
やく

１５００年
ねんまえ

前

●ハニワのしゅるい：

　人、兵
へ い し

士など

●古墳のかたち：円いかたち

　（円
えんぷん

墳、直
ちょっけいやく

径約２７ｍ）

●いつ作
つく

られたのか：

　今から約
やく

１５００年
ねんまえ

前

●ハニワのしゅるい：

　家
いえ

、円
まる

い筒
つつがた

形のハニワなど

●古墳のかたち：かぎ穴
あな

のかたち

　（前
ぜんぽうこう

方後円
えんふん

墳、大
おお

きさ約
やく

７２ｍ）

●いつ作
つく

られたのか：

　今から約１５００年
ねんまえ

前

●ハニワのしゅるい：人、盾
たて

など

●ハニワをひつぎに使った「お墓」

として見つかったよ。

●ハニワはいつ作られたのか：

　今から約１５００年
ねんまえ

前

●ハニワは先に作られた1号墳（前

方後円墳）のそばで見つかったよ。

古墳のかたちは、
いろいろあるね。

▲家の屋
や ね

根ぶぶんのハニワ

▲円
えんとうがた

筒形のハニワ

大
お お つ か

塚遺跡

白
し ら か わ し

河 市

▲１９７３年に出土したハニワのようす

※須賀川市立博物館提供

塚
つ か ば た け

畑 古
こ ふ ん

墳

須
す か が わ し

賀川市

▲下総塚古墳を上からみたようす

下
し も う さ づ か

総塚古
こ ふ ん

墳

白
し ら か わ し

河 市

▲三
さんかくけい

角形の冠
かんむり

をかぶった男の人
（高さ約 43cm）

鬼
お に あ な

穴１号
ご う ふ ん

墳

矢
や ぶ き ま ち

吹 町

※白河市教育委員会提供

※矢吹町教育委員会提供

▲１号墳を上からみたようす ※白河市教育委員会提供

（高さ約 50cm）

▲鬼穴１号墳のようす

▲円
えんとうがた

筒形のハニワのはへん



●古墳のかたち：かぎ穴
あな

のかたち

　（前
ぜんぽうこう

方後円
えんふん

墳、大
おお

きさ約
やく

２２ｍ）

●いつ作
つく

られたのか：今
いま

から約
やく

１６００年
ねんまえ

前

●ハニワのしゅるい：人、トリなど

　原山１号墳からみつかったハニワは、福

島県の重
じゅうようぶんかざい

要文化財になっていて、福島県立

博
はくぶつかん

物館や、泉
いずみざきしりょうかん

崎資料館でみることができるよ。

　ぼく「ハラヤマル」。

　ぼくのモデルが、こ

の「おすもうさん」な

のだ。ドスコイ！

▲ 冠
かんむり

をかぶり楽
が っ き

器？弓
ゆみ

？をもった

　男の人

▲まるいぼうしをかぶり、　
　琴

こと

をひく男の人

▲ハニワがみつかったようす

▲長
なが

い耳
みみかざ

飾りをつけた女の人
（高さ約 25cm）

（複製品、 高さ約 62cm）

※福島県立博物館提供

原
は ら や ま

山１号
ご う ふ ん

墳

泉
い ず み ざ き む ら

崎 村

（高さ約 59cm） （高さ約 47cm）

▲おすもうさん

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
あ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づあ い づ

津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
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※泉崎資料館　　

　 
イメージキャラクター

▲円
えんとうがた

筒形のハニワ

●古墳のかたち：円
まる

いかたち

　（円
えんぷん

墳、直
ちょっけい

径約
やく

２５ｍ）

●いつ作
つく

られたのか：

　今
いま

から約
やく

１５００年
ねんまえ

前

●ハニワのしゅるい：

　人、ウマ、家
いえ

など

▲経塚１号墳を上からみたようす
経
き ょ う づ か

塚１号
ご う ふ ん

墳

会
あ い づ ば ん げ ま ち

津坂下町

※会津坂下町教育委員会提供

▲ウマにのった冠
かんむり

をかぶった男
　の人 （高さ約 80cm）

（高さ約 40cm）



展示期間　平成２９年９月３０日 （土）

　　　　　　　　　　　～１１月２６日 （日）

会　　場　まほろん特別展示室

　　　　　（福島県文化財センター白河館）

　　　　　〒９６１－０８３５

　　　　　福島県白河市白坂一里段８６

Ｔ  Ｅ  Ｌ　０２４８－２１－０７００

Ｆ  Ａ  Ｘ　０２４８－２１－１０７５

ホームページ

展示期間　平成２９年９月３０日 （土）

　　　　　　　　　　　～１１月２６日 （日）

会　　場　まほろん特別展示室

　　　　　（福島県文化財センター白河館）

　　　　　〒９６１－０８３５

　　　　　福島県白河市白坂一里段８６

Ｔ  Ｅ  Ｌ　０２４８－２１－０７００

Ｆ  Ａ  Ｘ　０２４８－２１－１０７５

ホームページ   まほろん　  検索

平成２９年度指定文化財展平成２９年度指定文化財展　本展示及び解説資料等作成に際し、ご協力いただいた皆
様に、厚く御礼申し上げます。（順不同）

福島県教育委員会、福島県立博物館、本宮市教育委員
会、本宮市立歴史民俗資料館、相馬市教育委員会、相
馬市歴史資料収蔵館、福島県立相馬高等学校、いわき
市教育委員会、楢葉町教育委員会、いわき市考古資料
館、大玉村教育委員会、大玉村歴史民俗資料館、福島
大学、須賀川市立博物館、矢吹町教育委員会、矢吹町
ふるさとの森芸術村、泉崎村、泉崎村教育委員会、白
河市教育委員会、白河市歴史民俗資料館、会津坂下町
教育委員会
東京国立博物館、壬生町立歴史民俗資料館、下野市教
育委員会、小山市教育委員会、かみつけの里博物館、
埼玉県立さきたま史跡の博物館、戸田市教育委員会、
戸田市立郷土博物館、本庄市、本庄市教育委員会、芝
山町、芝山町立芝山古墳・はにわ博物館、名古屋市教
育委員会、奈良県、奈良県立橿原考古学研究所附属博
物館、高槻市、高槻市教育委員会、八尾市立しおんじ
やま古墳学習館、藤井寺市教育委員会、和歌山市教育
委員会、国立民族学博物館、西都市、宮崎県高等学校
文化連盟

　ハニワがつくられていたころ、人びとが、琴
こと

や太
た い こ

鼓、昔
むかし

のカスタネットなどの楽
が っ き

器を使
つか

って

演
えんそう

奏したことを知
し

っていますか？演
えんそう

奏にあわせて、歌
うた

やおどりを楽
たの

しんだのでしょうか？

　ハニワは、お墓
はか

（古
こ ふ ん

墳）にならべられていました。でも、笑
わら

っているものがいたりして、なに

か少
すこ

し変
へん

ですよね。当
と う じ

時のオシャレは、今
いま

とくらべてどうですか？イケていますか？

４.忘
わ す

れていないよ みんなの顔
か お

３. 思
お も

い出
だ

すわね、あの音
ね い ろ

色

1 ・ 4 ～ 6 ・ 9: 東京国立博物館 Image:TNM Image Archives

2 ・ 8: 福島県立博物館提供。 3 ・ 7: いわき市教育委員会提供

１

2

3

4 6

5

7

8

9

1 ・ 5 ・ 9: 群馬県伊勢崎市出土。 2 ・ 8: 泉崎村原山 1 号墳
　

　
3 ・ 7: いわき市神谷作 101 号墳。 4: 埼玉県熊谷市出土

　　　　 6: 栃木県鶏塚古墳
▲ 「はにわ 行進曲（マーチ）」演

えんそうちゅう

奏中！？

▲ いつのころだか、思
おも

い出
だ

してみて
1 ・ 7: 東京国立博物館 Image:TNM Image Archives
2: 福島県立博物館提供。  3 ・ 6: 芝山町教育委員会提供
4: いわき市教育委員会提供。 5: 本庄市教育委員会提供。 8: 相馬市教育委員会提供

2: 泉崎村原山 1 号墳

1: 群馬県太田市出土

3

4: いわき市神谷作 101 号墳

65: 埼玉県小島前の山古墳

7: 群馬県伊勢崎市出土

8: 相馬市丸塚古墳




